
豊岡市地域福祉計画を策定

地域福祉計画と地域福祉推進計画を一体化
　少子高齢化や家族の在り方が変化する中で、認知症高齢者や複数の問題を抱える家庭など、支
援を必要とする人が増加しています。また、近所付き合いや地域のつながりの希薄化、地域づく
りを行う担い手が少ないなど、さまざまな課題があることが分かりました。
　そこで、行政計画である市の｢地域福祉計画｣と、行動計画である社会福祉協議会の｢地域福祉
推進計画｣を一体化した｢豊岡市地域福祉計画（計画期間：平成29〜33年度）｣を策定しました。

《問合せ》社会福祉課☎24-7033

基本理念 一人ひとりがつながり　ともに創る安心な地域　豊岡〜いのちへの共感に満ちた福祉のまちづくりに向けて〜

課題解決のための三つのポイント
●住民同士が互いに支え合い、身近な課題を解決するための話し合いの場を持ち、自分たち
でできる各種取組み（居場所づくり、安否確認等の見守り）を行うこと
●行政区や地域コミュニティ組織等の住民の支え合いを基盤に、さまざまな専門職や市、社
協によるバックアップ体制づくり
●身近な地域で解決が難しい課題は、地区や旧市町、市全体で考え解決する仕組みづくり（ボ
トムアップ型のネットワークづくり）

《主な施策》
基本
目標 基本方針 基本施策 主な取組み

住
民
の
主
体
的
な
地
域
づ
く
り

地域での支
え合い活動

地域の支え合い・見守り活動の推進 　身近な地域で気軽に参加できる交流の場
づくりから、地域の課題を見つけ、専門職
との連携の下、早期発見・早期対応を支援
します。

心身の健康づくり・介護予防

安全な地域のための環境整備の推進

協働ですす
める地域福
祉

高齢者社会を見すえた地域づくり
　身近な地域での支え合い活動を生活支援
コーディネーターやコミュニティワーカー
等の地域づくりの専門職が支援します。

要援護者・認知症高齢者等に対する支援

災害からいのちと暮らしを守る地域づくり

住民参加の
促進

地域の担い手の育成
　地域福祉・地域づくりに向けた研修会や
広報紙等を通じた啓発活動を行い、地域活
動に積極的に参加できるように支援します。

情報発信・啓発による住民活動の促進

人権が尊重されるまちづくりと多文化共生の促進

総
合
的
な
相
談
・
支
援
体
制
づ
く
り

相談支援体
制の推進

総合相談によるネットワーク支援体制の充実

　高齢者、障害者、子ども・子育て、生活
困窮者等の生活課題を各種専門の相談窓口
が支援し、地域で生活できる環境づくりを
行います。

高齢者の総合的な支援体制の充実

障害者の総合的な支援体制の充実

子ども・子育ての総合的な支援体制の充実

権利擁護の支援体制の充実

こころのケア・相談支援体制

連携の推進
多様な主体ですすめる地域福祉 　住民をはじめ、企業・事業所等の各種関

係機関の連携の場をすすめ、住民と専門職
等と協働するため体制づくりを行います。各種活動団体の連携と活性化
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豊岡市障害者計画を策定

自分らしく笑顔で暮らせる社会をめざして
　平成19年３月に策定した｢障害者計画（計画期間：平成19〜28年度）｣が終了することから、この
たび、障害者計画（計画期間：平成29〜32年度）を策定しました。
� 《問合せ》社会福祉課☎24-7033

基本理念
障害のある人もない人も　共に支え合い

自分らしく笑顔で暮らせるまちづくり
〜寛容と包摂の社会をめざして〜

豊岡市障害者計画とは

　市における障害者の状況を踏まえ、障害
者のための施策に関する理念、基本方針を
定めたものです。全ての人
が尊重され、地域で互いに
支え合う寛容と包摂の社会
をめざし、自分らしく笑顔
で暮らせるよう、さまざま
な施策を盛り込んでいます。

策定の経過

　障害者本人や障害者団体の代表、学識経
験者、公募委員などで構成する障害者福祉
計画策定委員会を設置し、計画の内容など
を検討しました。また、障害者本人や家族、
支援者へのグループインタビュー、豊岡市
障害者自立支援協議会への意見聴取、パブ
リックコメントを実施し、計画を定めまし
た。

《主な施策》
基本目標 基本施策 内容

｢自己実現で
きる｣まちづ
くり

教育の充実 学校施設、設備の改善、放課後等の支援の充実など

雇用・就労の促進 障害のある人の就労支援施設などの支援、事業主や職場の理解など
社会参加・生きがいづ
くり

移動、交通手段の充実、スポーツ、文化活動参加への促進など

｢人と人とが
支え合う｣ま
ちづくり

広報・啓発
計画に関する施策の広報活動、障害のある人の支援者への理解の促
進など

人材育成・確保 専門的人材の育成・確保、ボランティア活動の育成など

ネットワークづくりの
推進

障害のある人やその家族同士のネットワークづくりの推進、多様な
ネットワークづくりの促進など

｢いつどこで
も相談でき
る｣まちづくり

権利擁護の推進 障害を理由とする差別の解消の推進、障害者虐待等の防止など
相談体制・情報提供の
充実

相談支援体制の充実、障害者基幹相談支援センターの機能充実など

障害の早期発見・早期
対応

発達障害児に対する相談体制の充実、育児支援、こども支援センタ
ーを中心としたこども支援機関の連携など

｢地域で生活
できる｣まち
づくり

保健・医療の充実
効果的な保健・医療サービスの提供、障害の特性に配慮した保健・
医療サービスの充実など

精神保健施策の推進 理解促進、啓発活動の推進、地域移行・地域定着の推進など

生活支援の充実
地域生活支援拠点等の整備、重度の障害のある人、障害のある人の
高齢化への対応など

家族等介護者の支援 福祉サービスなどの利用促進、家族等介護者のこころのケアなど
｢ 安 全で安
心して暮らせ
る」まちづくり

福祉のまちづくり 住まいの確保、観光地における他地域から訪れる人への対応など

防犯・防災施策の促進 災害時安心ファイルの活用、地域支援体制の充実など
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